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  大谷大学博物館には、「粟津家記録」とい
う大部の史料群が所蔵されている。旧蔵者で
ある粟津家は、下間家や松尾家とともに、江
戸時代の東本願寺の家老職を務めた家であっ
た。それにより、職責上多くの近世東本願寺
に関係する記録が残された。なかでも、東本
願寺の免許物を記録した『申物帳』は、近世
東本願寺教団の構造を知るうえで極めて貴重
な史料であり、同書を利用した多くの研究論
文が発表されている。
　さて、この『永正十七年元旦ヨリ儀式』も
この「粟津家記録」に含まれる冊子である。「粟
津家記録」の為凾－ 2 に、他の 6 冊の記録と
ともに綴じられている。他の 6 冊は全て江戸
時代に記された記録類であるが、何故かこの
一冊だけ戦国時代の成立になるものが混じっ
ているのである。
　私は 30 数年前に、石川県の『加能史料』
編纂に関わる調査委員を拝命したので、大谷
大学図書館に所蔵される古記録・古文書のな
かに、石川県関係の記事が無いかどうかを確
認するという作業を行っていた。その際、こ
の「粟津家記録」を全て閲覧したので（当時、
粟津家記録は図書館の所蔵であった）、本書
の存在そのものは知っていた。しかし、粟津
家はせいぜい天正年間（1573~92）くらいか
らしかその家名が確認されないので、その家
の記録に戦国時代・永正 17 年（1520）の記
録が紛れ込んでいるとは思いもせず、江戸時
代の写本であろう、くらいに簡単に考えてい
た。
  その後、『天文日記』を読む会という研究
会を始め、その最終日の史料見学会で大谷大
学図書館の史料を皆で見学したときに、本書
と久しぶりに対面した。「江戸時代の写本で
はないでしょうかね」といった説明を私がし
ていると、ある研究者から「いや、これは永
正 17 年のものと考えていいんじゃないです
か」と指摘され、改めて細かく観察すると、
なるほど江戸時代の紙質・筆致とは異なる、
戦国時代の雰囲気をもっていることが認めら
れた。私は大慌てで、この一冊を学界に紹介
する論文を書くこととした（史料紹介「永正
十七年元旦ヨリ儀式」、『佛教史学研究』30
－ 1、1987 年。後、草野『戦国期本願寺教団
史の研究』、法蔵館、2003 年、に収録）。
　当時の戦国時代本願寺教団史の研究では、
金龍静・早島有毅の両氏によって明らかにさ
れた卅日番衆制度と頭制度という、全国の末
寺が本願寺に対して勤める宗教役を通して教
団編成がなされていたという、新しい教団構
造の捉え方が提起されていた。私も両者に刺
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激を受けて、定衆・常住衆という本願寺での
儀式における座次（席順）を統括する坊主衆
の存在を明らかにして、こうした教団構造の
捉え方を深めようと模索していた。
　そこで考えたのが、卅日番衆にしろ頭人に
しろ、本願寺で行われる儀式に参画すること
を通して、その役負担を実現するのであるか
ら、こうした宗教役に基づく教団編成が推し
進められれば、必然的に本願寺年中行事の確
立が促されるのではないか。すなわち本願寺
年中行事の成立期は、戦国期本願寺教団の編
成期と一致するのではないかということで
あった。そこに現れたのがこの『永正十七年
元旦ヨリ儀式』という、本願寺で最も古い年
中行事記であった。
　戦国期本願寺教団といえば、まず思い起こ
されるのが第 8 代宗主の蓮如であろう。蓮如
は衰微の極にあった本願寺に生まれたが、精
力的な開教活動を行って、ついに本願寺教団
を全国的に拡大させた、「本願寺中興の祖」
として知られている。それでは、宗教役に基
づく教団編成が行われた時、すなわち本願
寺の年中行事が定まった永正 17 年は、蓮如
の時代かといえば、実はそうではない。永正
17 年は蓮如の次の実如の時代なのである。
　
   実如という人物は、蓮如によって爆発的に
拡大した本願寺教団の編成 ･ 統制に苦心した
宗主である。蓮如期に北陸に始まった一向一
揆の嵐は、実如期には全国的な展開をし始め、
戦国の争乱に本願寺教団も否応なく巻き込ま
れていった。蓮如時代に完成した山科本願寺
（京都市山科区）を三重の土塁で防禦すると
いう自衛手段をとったのも実如期である。
　加えて実如は、永正 17 年前後に、「三箇条
の掟」を定めて一向一揆の好戦的態度を誡め
たり、「新寺建立禁止令」を発布して無用な
教団の拡大を抑えたり、「一門一家制度」を
定めて本願寺親族寺院の序列を定めたりと、
様々な教団統制策を打ち出している。実如は
蓮如時代に拡大した教団を、蓮如の理念を生
かしながら統一的に把握することを意図して
いたのであった。
　以上のような戦国期本願寺教団の本質を、
宗教役＝儀式を通した教団編成と明確に位置
づけることができたのは、この『永正十七年
元旦ヨリ儀式』の存在があったからである。
この一書が、私の、これまで続けて来た戦国
期本願寺教団史研究の起点となったのであ
り、私が発表した多くの論文や著書を支え続
けてくれたのである。
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